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[サイド

バーは、

テキス

トの重

要なポ

イント

を強調

したり、

スケジ

ュール

などの

情報を

追加し

て簡単

に参照

できる

ように

したり

するの

に便利

です。 

これら

は通常、

ページ

の左側、

右側、上

部、また

は下部

に配置

されま

すが、ド

ラッグ

して好

きな位

置に簡

単に動

かせま

す。 

内容を

追加す

る準備

ができ

たら、こ

こをク

リック

入力された施工仕様行の規格・数量に対応する見積金額を全行に渡り一括集計します。 

 

 

 

 

１）「全行一括集計」①をクリックしすると現状の集計画面の下に②の

画面が表示されます。 

ここで「現在個々定義中の掛け率で集計する」 (初期値 ON 状態)に

チェックマークが入った状態で「実行」③をクリックすると初期指示値にて

単価を集計表示します。④ 

※この例では、基礎属性が「数量入力時に単価も入力」→「しない」と

なっているので、ここでの集計表示を実行しましたが、入力時に単価入

力を行っている場合はここでの集計は不要となります。 

ただし、単価の一括掛け率を変更して単価を再編集集計する場合はこの機能を利用して下さい。 

 

見積単価金額は、数量入力時に同時に入力することも可能

ですが、ここでの説明の様に後で編集することも可能です。 
基礎属性で「数量入力時に単価も入力」-「しない」と設定されてい

る場合は、見積金額集計を行う必要があります。 

 

単価表にない規格が入力されていた場合 見積金額集計(行ごと) 

kz-4.pdf
a1v15.pdf

